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南九州では,カンノンテクの露地シェード栽培および施設栽培が行われているが,ともに

褐点病の発生が多く,特にビニール-ウス内では発生甚だしく生育障害となるとともに,観

賞価値を著しく低下させている｡病原菌は冨永5)により発見されて以来,防除に関する研究

が必要とされながら,報告が少なく,防除法の確立が切望されてきた｡高温多湿時期に多

く発生する現象から,潅水方法の影響が考えられるため,ここに潅水方法を異にした栽培的

要素をとり入れ,薬剤処理と褐点病の防除効果について実験を行い,若干の結果が得られた

ので発表する｡

本研究を行うに当り資料の提供をいただいた農林省農業技術研究所冨永時任氏および,い

ろいろ御教示下さった鹿児島大学農学部植原一雄博士に感謝の意を表する｡

研　究　方　法

本研究は1969年6月-1972年4月に無加温ビニール-ウス内で行った｡ビニール-ウスの

気温変化は第1表に示される1969年6月5号素焼鉢に,カンノンテク株分け苗を川砂植え

第1表　ビニール-ウス気温変化

月 平 均 気 温 最 高 平 均 気 温 最 低 平 均 気 温

6 '7 0
25 .2 ○C

3 1 .5
18 .9 0C

7 3 0 .3 36 .3 23 .8

8 3 2 .0 39 .6 24 .4

9 2 9 .9 36 .9 22 .9

10 2 2 .8 26 .4 19 .3

ll 2 4 .1 32 .7 15 .5

12 18 .7 2 5 .3 12 .2

1 '7 1 19 .5 29 .8 9 ●3

2 2 0 .5 29 .3 ll .7

3 2 2 .6 3 2 .8 12 .4

4 2 4 .5 3 2 .4 16 .6

5 25 .2 33 .7 1 6 .8

月 平 均 気 温

1-.

最 高 平 均 気 温 最 低 平 均 気 温

6 '7 1
28 .4 ○C 34 .9 0C 2 2 .0 0C

7 30 .4 3 6 .8 24 .1

8
■̀

28 .1 3 3 .7 22 .5

9 25 .8 3 1 .8 19 .9

10 20 .4 2 6 .0 14 .8

ll 18 .8 2 2 .5 1 5 .2

12 14 .7 2 2 .2 7 ●2

1 '7 2 15 .1 2 2 .5 7 ■7

2 16 .2 2 2 .7 9 ●8

3 20 .6 2 9 .1 12 .1

4 23 .0 3 2 .4 13 .6
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第2表　潅水方法と薬剤散布処理がカンノンテクの褐点病発生におよぼす影響

潅水方法 処 理 方 法
月 別 発 生 病 班 数

12*7017 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1217 2 2 3 4 計

湛 水 法 サ ン ヨ ー ル 500倍 25 5 0 0 5 12 16 4 1 0 5 1 0 0 0 0 1 75

ア ン トラコール 1 ,000倍 79 8 0 2 21 25 2 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 141

水 銀 ボ ル ドゥ 500倍 57 . 2 2 0 1 2 9 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 75

マ ンネフ小ダイセ ン 500倍 24 2 2 0 4 6 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 50

サ ニ パ ー 500倍 36 7 6 0 5 4 10 0 5 1 1 0 0 0 0 0 0 75

無 処 理 32 1 9 7 19 9 17 5 0 2 1 3 4 3 0 8 6 132

パ イプ潅水 サ ン ヨ ー ル 500倍 23 1 7 0 1 7 9 3 2 2 3 0 1 0 0 0 0 59

ア ン トラコール 1,000倍 38 0 2 3 1 11 7 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 66

水 銀 ボ ル ドゥ 500倍 34 0 2 0 0 7 4 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 50

マ ンネブ ダイセ ン 500倍 20 2 3 1 2 7 1 5 0 0 1 0 0 0 0 0 50

サ ニ パ ー 500倍 0 2 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5

無 処 理 32 12 3 6 20 17 11 27 6 5 2 0 2 1 0 6 1 151

頭 上 潅 水 サ ン ヨ ー ル 500倍 66 20 3 4 40 29 100 29 4 1 8 6 1 0 1 0 1 312

アン トラ コール 1,000倍 97 19 1 5 8 50 60 70 13 4 0 2 1 0 0 1 1 332

水 銀 ボル ドゥ 500倍 27 0 5 1 14 13 13 9 10 0 2 2 0 0 0 0 0 96

マ ンネブダイセ ン 500倍 41 5 3 1 4 15 24 24 7 2 3 2 0 0 0 4 0 135

サ ニ パ ー 500倍 33 15 15 8 25 31 26 13 8 0 3 0 0 0 0 1 0 178

無 処 理 72 28 1 21 25 46 50 167 89 30 3 0 13 3 11 12 2 603

し, 1区5鉢とした｡薬剤の処理区は第2表の通りで,潅水は湛水式,パイプ式および頭

上式を行った｡薬剤は毎月1回,夫々の濃度の液を1鉢当り20cc-ンドスプレイにより散布

した｡湛水式潅水はベッド内で鉢の3分の1位まで水に浸し,植物が吸収,蒸散,又は自然

蒸発により完全にベッド内･に溜水がなくなってから更に鉢の3分の1量の給水を行う方法を

繰返した｡パイプ潅水は各鉢に均等量の給水ができるようパイプに給水孔を装置し,手動操作

により鉢底より洩水するまで給水した.頭上式は茎葉ともに充分湿り鉢底から洩水するまで

パイプ潅水と共に1日1回潅水した｡肥料は3月菜種油粕を各鉢当り5gra,10月菜種油粕と

骨粉等量混合肥を各鉢5gm宛置肥とした｡

発生病斑の調査は幹先端中心葉の肉眼による病気発生のない未展開葉と,その後出菓した

葉を感染対照葉とした｡初回(12月)は極く小さな褐色の汚斑を対象に発生数としたが2回

目以降は汚染斑が拡大併合したため合併汚斑を単位とした｡

処理した薬剤は次の通りである｡

水銀ボルドゥ:(三共　Cul6%, HgO.18%),マンネブダイセン:(三共,成分75% ,ア

ントラコール: (日本特殊農薬,成分70%),サニパー:(三共,成分70%),サンヨール:

(米沢化学, DBEDC剤20% ｡
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m 果

褐点病¥Cercospora rhapisicolaの発生経過

カンノンテクの新薬の葉裏から発生し,漸次葉の両面に発生する｡春より梅雨期および-

ウス内では晩秋ビニール被覆開始後に多発する｡最初葉の気孔の部分に発生した黄褐色の小

さい斑点が褐色のかさ状に拡がl)葉全面に拡がる(写真1, 2),病斑上には暗褐色,ま/Lじ

写真1.　カンノンチタの褐点病斑

写真2.　シュロチタに発生した病斑

(カンノンテクの褐点柄と同じ症状)
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ゆう状の小さい子座ができ,この上に無色針状の分生子柄がそう生し,真直か,わずかに変

曲した大きさ2.3-3.8×6.8-158/;で0-9個の隔膜のある分生胞子が着生する5) ｡病斑上

に生ずる無色の分生胞子が飛散して伝導蔓延する｡

冨永5)は分離した苗を若葉と古葉に接種し, 4日間湿室に入れ,その後室外にとり出し4週

間で若葉に発病し,既存の古葉には発生しなかったことを確認している｡本葉は古葉の被害

がはっきりするため既存の健全葉に多発するかの状態が観察されるが新案展開時には感染し

その後の環境により発生の差が生ずるようである｡

処理七よる褐点病発生

試験期間中に各処理区共に各個体9 -11枚を出菓した｡処理後月別の発病病斑数調査結果

は第2表に示されたとおりである｡

無処理区は各潅水方法において発病多く,頭上潅水法がもっとも甚だしかった｡潅水方法

の各処理間では,パイプ濯水法が他の潅水法よりも発生が少く,頭上潅水法はもっとも多く

発生した｡処理1年経過時頃からの発生は全鴫的に減少した｡

(1)湛水潅水式

マンネブダイセンの効果が大きく,処理後から発病は少く処理開始1ヶ年以降は殆んど発

生が認められなかった｡水銀ボルドゥも略々同様の発生であった｡サニパー,サンヨールは

前二者より若干効果が遅れたが, 2年目11月以降の発生は殆んどみられなかった｡

(2)パイプ潅水式

サニパー処理は頭初より発生が殆んどみられず卓効を認めた｡水銀ボルドゥ,マンネブダ

イセンは両方共略々同様の防除効果となった｡アントラコールは5-6月多発したが,その

後の発生は少なく効果があらわれている｡無処理は頭上濯水式の処理効果の高い区にほぼ似

た発生を示し,パイプ潅水方法による勝れた効果が認められた｡

(3)頭上潅水式
I

頭上式は各処理区とも発生率が高く,特に1年目4-8月は多発した｡ 9月以降の発生は

減少したが,無処理では可成り発生し,観賞価値評価の対象になり得なかった｡水銀ボルド

う処理は発生斑数はもっとも少なく,マンネブダイセン,サニパー処理がついで効果が得ら

れた｡

考 秦

潅水方法の違いによる褐点病発生は頭上濯水方法がもっとも多く,薬剤処理による防除効

果も他の潅水方法よりはるかに劣った｡
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第3表　各処理間褐点病平均発生数

薬 剤 処理 サ ン ア ン トラ 水 銀 マ ンネ ブ
サ ニパ ー 無 処 理 計 平 均

潅 水 方 法 ヨ- ノレ コ- ノレ ボ ル ドー ダ イセ ン

湛 水 法 70 14 1 7 5 5 0 7 5 13 2 54 3 90 .5

パ イプ潅 水 59 66 50 50 5 15 1 38 1 6 3 .5

頭 上 濯 水 3 12 3 32 96 13 5 17 8 60 3 1 ,65 6 2 7 6 .0

計 4 4 1 5 39 2 2 1 2 35 25 8 8 8 6 2 ,58 0

平 均 147 1 79 .7 77 78 .3 8 6 .0 29 5 .3

発生数(防除効果)に関する分散分析

変 動 因 自 由 度 偏差平 方和 平 均 平 方

全 体 17 352 ,120

80 ,295 * *潅 水 方 法 2 160 ,591

薬 剤 5 110 ,409 22 ,205

潅 水 法 × 薬 剤 ● 10 81 ,120 8 ,112

# *　　　水準で有意

第3表に示す如く,褐点病発生は潅水方法の違いにより著しい違いを示し,パイプ濯水法

によるものでは平均63.5を示すに反して頭上濯水は平均276.0を示し,これらの違いは統計

的有意性を示すが薬剤による違いは,統計的有意性を認めることができなかった｡これはお

そらく潅水法×薬剤の相互作用が大きいためと考えられる｡一般に潅水方法と薬剤との相互

作用については,パイプ潅水によるサニパー剤の効果が最も著しく,平均5の発生が認めら

れ,他のいかなる方法よりも顕著な効果が認められる｡

一般効果としてはサンヨール,水銀ボルドゥ,マンネブダイセンは湛水法パイプ潅水法に

おいていづれも同程度の効果が認められた　Cercospora菌は一般に高温,潅水過多,過湿

環境の場合発生の多い2,3)ことからビニール-ウス内では頭上潅水方法は幹,茎,葉の湿潤状

態持続と潅水による薬剤流失,残効力減少が病原菌発生の要因と考えられる｡従って銅剤の

保護,殺菌効果と水銀剤の速効的直接殺菌作用の強い水銀ボルドゥ1)は勝れた効果を示した｡

パイプ潅水方でのサニパー処理は,同潅水方法内薬剤処理間において極めて顕著な防除効

果があり,湛水法においても同様な効果がありサニパーは葉面潅水を控えることにより褐点

病防除効果をもっとも期待できるものと考える｡頭上潅水法でのマンネブダイセン処理はサ

ニパーより効果があり慣行栽培では有効な処理と思われる｡サンヨール,アントラコールは

各潅水方式でも十分な効果は期しがたい｡特にCercospora canescens Ellist et Martin

は温度20-28℃,湿度90-100%でもっとも発生しており　　4- 7月頃の頭上潅水法は特

にCercospora rhapisicolaの発生に好条件となり多発しているものと思われる｡
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最近施設栽培,鉢物栽培の省力化を目的に各種の潅水方法が設置されているが,カンノン

テクの病害とくに褐点病防除を期し観賞性の高い植物生産を行うには,頭上潅水方法を改め

る必要を感じる｡

処理開始14ヶ月以降の発病減少は処理前感染した菌の発生が終った頃と推察され,菌の潜

伏期間が長く防除効果を期すには処理を1年以上にわたり行わねばならないと思われる｡

処理開始後翌年4- 7月は気温20-28℃で,多雨期と重なりCercosporaの分生胞子発生

に好環境となっている｡この時期は月1-2回以上の薬剤処理が効果的と思われる｡

質 約

1970-72年潅水と薬剤散布処理によるカンノンテクの褐点病Cercospora rhapisicola発

生防除に関する試験を無加温ビニール-ウス内で5号鉢仕立株を使用して行い次のような結

果が得られた｡

(1)パイプ潅水法がもっとも発生が少く,湛水法はや､劣るが発生は可成り少く,頭上潅

水法は発生が甚しく夫々の方法間に有意差がみとめられた｡

(2)パイプ潅水法におけるサニパー500倍液散布は卓効があり,発生は極めてわずかであ

った｡水銀ボルドゥ500倍液,マンネブダイセン　500倍液散布も有効であった｡

(3)湛水潅水法はマンネブダイセン　500倍液散布がもっとも効果があり,アントラコ-リレ

1,000倍液もすぐれた効果を認め,サニパー500倍液も有効であった｡

(4)頭上潅水法は水銀ボルドゥ　500倍液が有効でマンネブダイセン　500倍液とサニパー

500倍液も効果を認めた｡他の薬剤散布は発病は若干抑えたが発生が多く植物の観賞価値は

劣った｡
●

(5)無処理では湛水法がもっとも発生が少く,頭上潅水法は前者の4倍以上発生し,頭上

潅水による過湿環境持続と薬剤流失および薬効の減少が影響しているものと思われた｡
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